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要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

5

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

学習の機会を提供します

3

平成１２年度以前

教育文化

10

～

北里市民センター

庶務係

6

社会教育法、公民館法

2

平成３０年度以降

生涯学習

市民講座は、前期・後期に分けて各３講座実施し、延35回開催

　前期：塩麹・醤油麹をもっと手軽に食卓へ、みんなで楽しく健康づくり　３Ｂ体操、北里・織

田信長ものがたり

　後期：台湾茶の魅力、やさしい筋力トレーニングとリズム体操、８秒で幸せをつかむ「片づ

け力」

女性と高齢者を受講者とする「合同学級」を開催

・学級数と開催日数：１学級、延１９回開催

※開催場所：北里市民センター

※講師は外部から招いており、運営（テーマ調査等）は市職員で対応

※受講料は、市民講座１講座5～８回開催で受講料は１回当たり１５０円、合同学級は年間

3,000円

（Ｈ２５直接経費の内訳）

・市民講座等講師謝礼　（５０８千円）

・消耗品費（１５千円）

・食糧費（３千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

講座・学級を通した様々な学習の機会を提供することで、市民の向上心に応え、仲間づくり

を醸成し、さらには、あらたな生きがいを持ってもらえるよう、より多くの市民参加が期待でき

る講座等を複数企画し、また運営していくことを目的とする。

内容

（手段）

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円 225

0.40

直接経費

970970

0

0.40

有

市民講座　150円×開催回数　材料費は必要に応じ徴収

女性・高齢者学級　年間3,000円

0

1,928

Ｈ25決算額

要要要要

対前年比

その他財源

1,365

正職員

一般財源

0

費用合計

0

従事者数

620

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

970

530

0.00
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国・県支出金

1,264

Ｈ24決算額

92.5

財

源

970

0.00

0.40

1,471

128.5

00

267226

1,661

101.9

1,274

207

0.00

・食糧費（３千円）

・有料道路等使用料（４千円）

　

(その他財源の内訳)

・市民講座受講料（１２１千円）

・合同学級受講料（１０５千円）

（Ｈ２６直接経費の内訳）

・市民講座等講師謝礼　（７１１千円）

・社会見学随行旅費（１０千円）

・消耗品費（２０千円）

・食糧費（３千円）

・バス借上料（１７３千円）

・有料道路等使用料（４１千円）

0.00

0.40

0

1,590

0

1,500

受益者負担

Ｈ26予算額

（手段）

Ｈ23決算額

958501

千円 225その他財源 267226207
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成成成成
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

北里地区は他の地区に比べ三世代世帯、高齢者が多く、人口の少ない地域である。

そのため、地域の特性を捉えた講座の開催や、また、幅広い年代が受講できる内容

や環境の整備が必要となる。
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人

197

H25
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20

20

20
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49

回数

女性、高齢者対象講座

成果指標名

受講者数（市民講座）

活動指標名

市民講座開催数

人

183

H23

37

事業番号

事業の

達成状況

市民講座修了時アンケートを活用するなどし、市民が興味、関心のある講座を実施で

きた。また、市民講座を修了した受講生による自主活動グループも発足した。

開催講座数は毎年同じであるが、１講座の開催数を講座内容により５～８回で実施す

るため目標回数より少なくなった。女性・高齢者学級は悪天候により１回中止した。
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回数

50

31

20

40
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受講者数（女性、高齢

者学級）
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

事事事事
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性性性性

２７年度以降

の改善案

住民の主体的な活動を支援するための仕組みや組織の体制づくり、住民の活動の拠

点となる環境の整備を実現するための講座等その内容を充実していく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

社会教育法・公民館としての意義を守り、生涯学習の拠点としての役割を発展させ、

やがては住民の自主的な活動を育成し支援していくため、今後も事業を継続していく

必要がある。

判定理由

社会教育法第２０条、第２２条により、公民館の目的、目的を達成するために事業を

行なうことが明記してあり、廃止することは公民館の存在意識を問うことにもつなが

る。

維　持

講座参加者アンケートや窓口での地域住民の声を参考としながら、また地域住民が

自主的に学んだ成果をその地域に還元でき、やがては行政との協働事業が取組んで

いけるようなグループ活動の芽生えを期待できる講座を企画した。市民講座の受講

者層の幅を広げるため、土曜日に講座を開催した。

また、平成25年度経営分析の結果をもとに必要な改善に取り組む。

方向性の判定 判　定　理　由

維　持
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事業を縮小・

廃止したときの

影響
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

講座開催事業については、25年度に実施した経営分析の結果を基に改善に取組

むこと。

ゆうゆう学級･つつじ学級については、他施設のゆうゆう学級と受講者が重複しな

いように調整を行うこと。いように調整を行うこと。


